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研究成果の概要（和文）：本研究では，コミュニティ（地域社会）が夫婦・カップル関係に与える影響につい
て，日本とアメリカという異なる文化背景を持つ夫婦・カップルにおける良好な関係を促進する要因と阻害する
要因について検討した。その結果，日本においても，アメリカにおいても，コミュニティに対する肯定的な捉え
方が良好な夫婦・カップル関係の促進要因として機能することが明らかとなった。一方，個人の不安・回避の愛
着スタイルが良好な夫婦・カップル関係の阻害要因として機能することも日本とアメリカで共通していることが
明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the impact of community on interpersonal 
relationships between couples, focusing on the facilitating and inhibiting factors in couples from 
diverse cultural backgrounds, specifically Japan and the United States. The results revealed that a 
positive perception of the community serves as a facilitating factor in couple relationships in both
 Japan and the United States. Conversely, the individual's anxious/avoidant attachment styles were 
identified as inhibiting factors that impede the maintenance of these relationships in both Japan 
and the United States.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義は，夫婦・カップル関係という二者関係を捉えるのに当事者以外からの変数を想定
した点である。DV，虐待など問題やその疑いが発生した際には，夫婦・カップル以外の者が介入することは決し
て珍しくない。 本研究の結果から得られた知見は，カップルの良好な関係維持という視点や児童虐待の防止に
寄与することはもちろんであるが，国際比較を行ったことで，文化的影響を受けにくい普遍的な要素を明らかに
し，文化圏の異なるカップルや国際結婚したカップルの支援にも活用することができるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
日本の夫婦・カップル関係，家族関係に関わる研究の多くは，調査対象や成果の報告が国内に
閉じられており，国際的な比較研究が十分に行われていない。特に，日本は家族や夫婦のことは
外から口を出すものではないという風潮が今でも見られ，児童虐待，DVなどの様々な社会問題
が生じているにも関わらず，夫婦・カップル，家族に関する研究の数は諸外国と比べ圧倒的に少
ない。  
これまで，夫婦・カップル関係に関する研究は，当事者の関係性を２者関係から捉える研究が
圧倒的に多かった。しかしながら，近年，共助（コミュニティでの助け合い）の意識の高まりや，
地域のネットワークや社会資源を利用した支援の必要性も叫ばれている。 
コミュニティからの支援を考える場合，個人の要因，夫婦・カップルの要因，コミュニティの
要因，文化の要因といった複数の要素を考慮しなければならない。これらの点を加味した上で，
異なる文化において，コミュニティからの影響がカップルに及ぼす影響について検証していく
ことが求められている。 
 
 
２．研究の目的 

 
そこで，本研究では，日本とアメリカ双方から夫婦・カップルのデータを収集し，（１）コミ
ュニティからカップルに与える影響を加味した上で，良好な夫婦・カップル関係を促進する要因
と阻害する要因を明らかにすること，（２）国際比較を通して，普遍的な要素要素についても明
らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では上記の目的を達成するために，３つの研究を行った。 
（１）他の文化圏と比較可能なコミュニティ感覚を測定する尺度の翻訳および尺度の信頼性・妥
当性の検証を行った。 
（２）日本の夫婦・カップルを対象に（１）で作成した尺度も含めた調査を実施した。 
（３）アメリカの夫婦・カップルを対象にした調査を実施し，（２）の日本のデータとの比較を
行った。なお，研究計画を立案した時点では想定できなかった新型コロナウイルスの影響を加味
する必要があるため，新型コロナウイルスへの恐怖感を測定する尺度の日本語版の作成も行い，
（２）（３）の調査項目に加えた[1]。 
 
 
４．研究成果 
 
研究１の結果，コミュニティ感覚を測定する Brief Sense of Community Scale（日本語版 BSCS）
の信頼性と妥当性が確認された[2]。 
研究２の結果，（１）個人が持つ不安・回避の愛着スタイルは，自身が感じる夫婦関係の満足
感を低下させるだけでなく，パートナーが感じる夫婦関係の満足感をも低下させること，（２）
コミュニティ感覚は夫婦関係の満足感と正の関連があるが，この効果にはパートナーからの効
果は見られなかったことが明らかとなった。 
研究３の結果，（１）アメリカにおいても，回避・不安の愛着スタイルは夫婦関係の満足感を
低下させること，（２）コミュニティ感覚は夫婦関係の満足感と正の関連があるが，アメリカの
方が日本よりも関連が強いことが明らかとなった。 
新型コロナウイルスへの恐怖感については，日本において，男性が感じる新型コロナウイルス
への恐怖感は，男性が認識する夫婦・カップル関係の満足感と負の関連があることが明らかとな
った。 
 
これらのことから，日本においてもアメリカにおいてもコミュニティ感覚は良好な夫婦・カッ
プル関係を促進する要因として機能すること，回避・不安の愛着スタイルは良好な夫婦・カップ
ル関係の阻害要因となることが明らかとなった。本研究で得られた基礎的な知見は，文化に関わ
らずコミュニティから夫婦・カップル関係を支援できる可能性を示唆していると言えるだろう。
今後はこうした知見を発展させることで，文化圏の異なるカップルや国際結婚したカップルへ
の支援にも活用することが考えられる。 
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